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「農業参入フェア2021（大阪会場）」の開催について
農林水産省及び日経ビジネスは、法人の農業参入を促進するため、令和3年12月2日

（木曜日）に大阪市内において、取組事例の発表や、農業参入を希望する法人と、法人を
誘致したい地域の具体的なマッチングなどを行う「農業参入フェア2021（大阪会場）」
を開催します。
本フェアは公開でカメラ撮影も可能、参加費は無料で、どなたでも参加できます。
参加を希望される方は、農業参入フェア事務局である以下の日経BP社のセミナーサイ

トからお申し込みください。

写真:南丹市 「コスモス」

内 容

開催日時及び会場

お問い合せ先

ウェブサイトアドレス

農林水産省 経営・事業支援部農地政策推進課

日 時：令和3年12月2日（木曜日）13時00分～17時30分(開場 12時30分)
会 場：大阪国際会議場 3Fイベントホール
所在地：大阪府大阪市北区中之島5丁目3-51

〇セミナー
・参入法人による先進事例の発表
・経済専門家によるコロナ禍の世界経済と日本農業への影響に関する講演
・農業専門家による法人の農業参入の動向・分析に関する講演
〇相談コーナー

https://project.nikkeibp.co.jp/event/nb211202/

（日経BP社のセミナーサイト）

はじゃけ

担当者：羽者家、佐田
代表：075-451-9161（内線2771、2783） ダイヤルイン：075-414-9014  FAX番号：075-414-1384



２

日本各地での訪日中の優れた食体験を表彰！

農林水産省は、「食かけるプロジェクト」の一環として、日本各地の食・食文化を深く知るこ
とができる食体験を表彰する「食かけるプライズ2021」の募集を行い、審査の結果、15件を
表彰することに決定し、京都府で３件の体験場所が選ばれました。

農林水産省 新事業・食品産業部外食・食文化課食文化室
担当者：淺浦、天賀
代表：03-3502-8111（内線4067） ダイヤルイン：03-6744-2012

「食かけるプロジェクト」は、訪日外国人に、食と歴史や
自然等、異分野と掛け合わせた多様な食文化を提供し、
帰国後の日本食の再体験による日本産食材等の輸出拡
大につなげることを目的とする取組です。

URL:https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/wasyoku/210930.html

～「食かけるプライズ2021」表彰事例を決定～

食かける賞

ネクストブレイク賞 ※応募時点で商品化されていない体験事例を対象とした賞

特別賞 ※「持続可能性や食の多様性への対応等社会貢献に資する食体験」を対象とした賞

MATA TABI（体験場所：京都府、所在地：京都府）

京都府綾部産の⽊材２種類で⾃ら作った⽊製ぐい飲みで、地元の酒蔵で飲み
⽐べを⾏う体験。地域の森の現状を伝え、地域の森林の活⽤がＳＤＧｓの⽬標
や⼆酸化炭素の削減に繋がることを知ってもらう。

株式会社ワントリップ（体験場所：京都府、所在地：東京都）

「⾷の⼤切さ」を⾒直す動きが地球規模で加速し、健康的な⾷⽂化が注⽬を集
めている。⽇本の発酵⾷⽂化を体験できるツアーを造成し、鰹節、味噌作り、発
酵⾷を絡めた精進料理等を体験できるモニターツアー誘致を⽬指す取組。

BOJ 株式会社（体験場所：京都府、所在地：東京都）

⽬の前で⽔揚げされた海産物を近隣の⾷堂で⾃ら調理し、地元酒造の杜⽒が
伊根の⾷⽂化に合わせてペアリングした地酒と⼀緒に楽しむ。

URL:https://www.eatmeetjapan.jp/
（食かけるプライズホームページ）（外部リンク）

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/wasyoku/210930.html
https://www.eatmeetjapan.jp/


３

地域に新たなビジネスモデルを生み出す
～「ローカルフードプロジェクト（LFP）」がスタート～

農林水産省は、令和３年度から新たに、地域の中核的な食品企業を中心に、持続可能なビジ
ネスモデルを創出する「ローカルフードプロジェクト（LFP）」を推進することとしました。初年度は、
22都道府県が本プロジェクトに取り組みます。

SDGsゴール12「つくる責任 つかう責任」につながる皆様の
取組動画をご応募ください

農林水産省 大臣官房環境バイオマス政策課地球環境対策室（アワード事務局）
担当者：阿部、川村、大谷
代表：03-3502-8111（内線3292）ダイヤルイン：03-3502-8056 E-mail：SCAFFFaward@maff.go.jp

「あふの環（わ）2030プロジェクト」では、食と農林水産業に関わるサステナブルな取組動画を
募集します。特に優れた動画作品には、農林水産大臣賞を授与します。応募方法等の詳細に
ついては、以下のウェブサイトをご覧ください。 （農林水産省、消費者庁、環境省連携）

～「サステナアワード2021  伝えたい 日本の“サステナブル”」募集開始～

地域経済の持続的発展のためには、地域の将来像を見据え、社会的課題の解決と経済的
利益を両立させる必要があります。
このため、地域内外の多様な事業者と関係者が協働することで、異業種等の技術・知見の融
合や産業連携による「イノベーションの誘発」、消費者ニーズや消費行動の変化に対応する
「バリューチェーンとサプライチェーンの構築」につながる、新たなビジネスモデルの創出を目指
します。

農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 新事業・食品産業政策課
担当者：松本、吉田 代表：03-3502-8111（内線4307）ダイヤルイン：03-6744-2063

URL:https://www.lfp-c.jp/

URL:https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/seisaku/211021.html

（ローカルフードプロジェクト（ＬＦＰ）ホーム）（外部リンク）

また、オープンイノベーションによる異業種連携等を促進するために、
LFP事業の概要や各都道府県の取組状況などをホームページで紹介
します。

サステナアワードでは、SDGsゴール12「つくる責任 つかう責任」を
踏まえ、食や農林水産業に関わる持続可能なサービス・商品を扱う
地域・生産者・事業者の取組に関する動画作品を募集します。

令和3年10月26日（火曜日）～令和4年1月5日（水曜日）

URL:https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/
sustainable2030.html

URL:https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/b_kankyo/211026.html

（あふの環プロジェクト公式ホームページ）

https://www.lfp-c.jp/
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/seisaku/211021.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sustainable2030.html
https://www.maff.go.jp/j/press/kanbo/b_kankyo/211026.html


新型コロナウイルスの集団発生防止に御協力をお願いします
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お問合せ先：近畿農政局京都支局

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html


